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❶へいじろう

　

平
成
28
年
10
月
7
日
（
金
）
、
済
生
会
福
岡
総
合
病

院
よ
り
江
見
泰
徳
先
生
（
外
科
部
長
兼
が
ん
化
学
療

法
部
長
）
と
中
村
文
美
先
生
（
が
ん
化
学
療
法
看
護

認
定
看
護
師
外
来
課
長
）
を
お
招
き
し
、
消
化
器
が

ん
化
学
療
法
セ
ミ
ナ
ー
in
種
子
島
が
当
セ
ン
タ
ー
会

議
室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
回
、
島
内
の
医
療
従
事
者
50
名
が
参
加

を
し
ま
し
た
。

「
大
腸
が
ん
の
薬
物
療
法
の
現
状
」

　
　
　
　
　
　
　
　

江
見
泰
徳 

先
生

　

先
生
の
日
々
の
診
療
の
中
で
の
患
者
様
・
ご
家
族
へ

の
関
わ
り
方
。
化
学
療
法
を
行
う
上
で
、
看
護
師
や

薬
剤
師
の
関
わ
り
が
重
要
で
あ
る
こ
と
。
チ
ー
ム
と

し
て
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
。

「
が
ん
化
学
療
法
看
護
に
大
切
な
こ
と
」

　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
文
美 

先
生

　

済
生
会
福
岡
総
合
病
院
で
の
取
り
組
み
方
。
看
護

師
に
必
要
な
ス
キ
ル
に
つ
い
て
。

　

普
段
、
直
接
治
療
や
看
護
に
関
わ
る
こ
と
の
な
い
他

職
種
に
も
、
大
変
分
か
り
や
す
い
内
容
だ
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。　
　
　

（
地
域
医
療
連
携
室 
坂
口 

健
）

　

平
成
28
年
9
月
20
日
（
火
）
、
2
名
の
先
生
方
の
退

職
に
際
し
、
退
職
記
念
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
科
医
師
の
上
田
博
章
先
生
は
、
平
成
22
年
5
月

よ
り
六
年
間
、
整
形
外
科
医
師
の
城
光
寺
豪
先
生
は
、

平
成
27
年
10
月
よ
り
一
年
間
、
当
院
に
て
勤
務
し
て

頂
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
回
、
上
田
先
生
に
は
「
慢
性
腎
臓
病
に
つ
い

て
」
城
光
寺
先
生
に
は
「
整
形
外
科
の
お
も
し
ろ
さ
～

将
来
の
夢
（
小
児
整
形
外
科
）
～
を
そ
れ
ぞ
れ
ご
講

演
頂
き
ま
し
た
。

　

お
二
人
の
先
生
方
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

新
天
地
で
の
ご
活
躍
を
皆
で
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

（
地
域
医
療
連
携
室 

加
世
田
和
博
）

中村文美先生

江見泰徳先生

城光寺豪先生 上田博章先生

消化器がん化学療法セミナー 

　　in 種子島 

退 職 記 念 講 演 会 

が開催されました

が開催されました



❷へいじろう

　

平
成
28
年
10
月
28
日

（
金
）
当
院
4
階
会
議
室
に
て
、
当
セ

ン
タ
ー
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
主
催
の
院
内
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
講
師
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
ん
サ
ポ
ー
ト
か
ご
し
ま
理

事
長
の
三
好 

綾
様
、
鹿
児
島
大
学
病
院
地
域
医
療
連
携
セ
ン

タ
ー

・
が
ん
相
談
支
援
部
門
長
で
医
師
の
道
園
久
美
子
先
生
、

鹿
児
島
大
学
病
院
緩
和
ケ
ア
認
定
看
護
師

・
が
ん
相
談
員
の

田
畑
真
由
美
様
の
3
名
を
お
招
き
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。

　

会
場
に
は
、
当
院
の
ス
タ
ッ
フ
を
は
じ
め
、
日
頃
よ
り
島
内

の
医
療

・
福
祉
の
現
場
に
従
事
さ
れ
て
い
る
保
健
師

・
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー

・
社
会
福
祉
士

・
介
護
士
、
そ
し
て
患
者
様
や
そ
の

ご
家
族
ま
で
、
70
名
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
「
が
ん
と
と
も
に
生
き
る
」　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

三
好 

綾
様

▼
「
鹿
児
島
大
学
病
院
と
種
子
島
地
区
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

医
療
連
携
を
考
え
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
園
久
美
子
先
生

▼
「
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
求
め
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

機
能
・
役
割
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
畑
真
由
美
様

　

三
好
様
に
は
、
ご
自
身
の
体
験
か
ら
、
そ
の
様
々
な
場
面
の
中

で
の
想
い
や
気
持
ち
の
変
化
、
そ
し
て
現
在
の
活
動
に
至
る
ま
で

を
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
道
園
先
生
に
は
、
鹿
児
島
大
学

病
院
と
種
子
島
地
区
お
よ
び
当
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に
つ
い
て
、

そ
し
て
、
現
状
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
田
畑
様
に
は
、
が
ん
相
談
支
援
の
中
で
の
、
が
ん
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
の
機
能
と
役
割
、
そ
し
て
、
県
内
の
が
ん
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
の
紹
介
も
含
め
お
話
し
て
い
た
だ
き
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
で
は
、
病
気
の
説
明
や
治
療
の
話
し
と
は
ま
た
違
っ

て
、
患
者
と
し
て
の
本
音
の
部
分
、
そ
し
て
、
普
段
よ
く
口
に
す

る
連
携
、
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
現
状
、
そ
の
機
能
と
役
割
の
部
分

を
会
場
に
お
集
ま
り
の
皆
さ
ま
方
に
も
ご
理
解
し
て
い
た
だ
く
、

い
い
機
会
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

船
酔
い
と
闘
い
な
が
ら
、
ご
来
島
頂
き
ま
し
て
本
当
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
の
ご
来
島
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

(

地
域
医
療
連
携
室 

坂
口 

健)

“ 院  内  講  演  会 ”
が開催されました

道園先生 田畑様

三好様

３人の講師の皆さま有難うございました。



❸へいじろう

　

平
成
28
年
10
月
22
日

（
土
）
、
西
之
表
市
保
健
セ
ン
タ
ー

“
す
こ
や
か 

”
に
て
、
第
2
回
救
急
医
療
講
話
が
、
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
あ
い
に
く
大
雨

・
強
風
と
い
う
悪
天
候
と

な
り
ま
し
た
が
、
座
長
の
田
上
寛
容
理
事
長
の
終
始
和
や

か
な
進
行
の
中
、
循
環
器
内
科
部
長
北
園
和
成
先
生
に
よ

る
講
義

『気
を
つ
け
よ
う
！
エ
コ
ノ
ミ
ー
症
候
群
』
に
参

加
者
の
皆
様
は
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
皆
様
を
は
じ
め
、
救
急
隊

・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な

ど
専
門
職
種
の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。
終
盤
は
、
当
セ
ン

タ
ー
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
予
防
運
動
実

演
を
行
い
、
参
加
者
全
員
が
一
体
と
な
り
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

　

今
後
も
定
期
的
に
開
催
し
、
更
な
る
地
域
連
携
の
き
っ
か

け
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

（
作
業
療
法
士 

上
妻
早
織
）

　

平
成
28
年
7
月
16
日

（
土
）
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
の
言
語
聴
覚

士　

荒
木
潮
彦
さ
ん
が
熊
毛
地
域
の
障
害
児
の
療
育
に
貢
献
し
た
こ
と

に
対
し
て
、
社
会
福
祉
法
人
暁
星
会
様
よ
り
感
謝
状
を
頂
き
ま
し
た
。

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
の
療

法
士
は
長
年
に
渡
り
種
子
島

だ
け
で
は
な
く
屋
久
島
の
子
ど

も
さ
ん
た
ち
の
療
育
に
も
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
頂
い
た
感
謝
状
を
励

み
に
、
い
っ
そ
う
種
子
島

・
屋

久
島
の
方
々
に
貢
献
で
き
る
よ
う
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

(

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
室
長 

早
川
亜
津
子)

　

皆
さ
ま
方
へ
、
当
セ
ン
タ
ー
主
催
の
講
演
会
の
ご
案
内
で
す
。

さ
て
、
12
日
の
講
演
会
は
、
島
に
も
な
じ
み
の
深
い

“
さ
つ
ま
い
も
”

の
お
話
し
で
す
。
そ
し
て
、
25
日
の
緩
和
ケ
ア
講
演
会
で
は
、
フ
ッ
ト

ケ
ア
の
実
演
も
あ
り
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。　
　
　
　
　
　
　

（
地
域
医
療
連
携
室 

坂
口 

健
）

言語聴覚士　荒木潮彦さん

“ 第2回 救急医療講話 ”
が開催されました

リハビリ予防運動実演の様子

北園和成先生

感 

謝 

状

講 

演 

会

を
頂
き
ま
し
た

の
ご
案
内
で
す



❹へいじろう

　

平
成
28
年
10
月
15
日

（
土
）
に
西
之
表
市
営
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
て
、
種
子
島
医
療
セ
ン
タ
ー
杯
種
子
島
鉄
砲
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
当
セ
ン
タ
ー
を
代
表
し
て
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
室
か
ら
5
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
当
日
は
曇
天
に
小

雨
で
肌
寒
い
天
気
で
し
た
が
、
会
場
は
大
変
な
盛
り
上

が
り
で
し
た
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
は
あ
ま
り
馴
染
み
が

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
実
際
に
行
っ
て
み
る
と
年
齢

・
性

別
を
問
わ
ず
世
代
を
超
え
て
一
緒
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー

ツ
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
狙
っ
た
所
に
球
を
転
が
す
技

術
、
仲
間
を
助
け
敵
を
邪
魔
す
る
戦
略
等
、
本
当
に
奥

の
深
い
ゲ
ー
ム
で
し
た
。
な
か
な
か
第
1
ゲ
ー
ト
を
通

す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
り
、
ベ
テ
ラ
ン
チ
ー
ム
に
パ
ー

フ
ェ
ク
ト
を
さ
れ
た
り
で
、
結
果
は
4
戦
4
敗
、
43
チ
ー

ム
中
43
位
の
最
下
位
…
残
念
な
結
果
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
同
じ
コ
ー
ト
の
他
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
が
ア
ド
バ
イ
ス

を
く
れ
た
り
応
援
を
し
て
く
れ
た
り
と
、
楽
し
く
参
加

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ぜ
ひ
来
年
も
参
加
し
た
い

と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
作
業
療
法
士 

川
原 

亮
）

来年は、 目指せ１勝！！

ゲ―トボール大会 が開催されました

第14回 種子島医療センター杯

新任医師紹介

新入職員紹介

内科医師の遠
え ん さ こ

迫 孝
た か あ き

昭です。
出身地：岡山
趣味・特技：サーフィン
島最高 !! 宜しくお願いします。

整形外科医師の音
お と わ

羽 学
さとる

です。
出身地：愛媛県
趣味・特技：野球
整形外科医師として島の医療を
支えていければと思います。

2階病棟看護師の中
な か た

田 友
ゆ き

紀です。
出身地：広島県
趣味・特技：バレーボール・散歩
島の医療の特有の忙しさと、種子島の方
言にとまどうことが多々ありますが、楽
しみながら頑張ります。

システム管理室の久
く ぼ ぞ の

保園 雄
ゆういち

一です。
出身地：薩摩川内市
趣味・特技：映画鑑賞・写真撮影
ご縁があり、当院へ赴任してまいりました。
少しでも力になれるよう頑張りますので、
困った事がありましたら、声をお掛け下さい !



❺へいじろう

　

平
成
28
年
10
月
12
日(

水)

、
種
子
島
医
療
セ
ン
タ
ー
の

大
会
議
室
に
て
、
秋
の
大
運
動
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今

回
は
初
め
て
、
４
階
回
復
期
リ
ハ
病
棟
と
３
階
東
包
括
ケ
ア

病
棟
合
同
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
一
ヶ
月
前
か
ら
患

者
様
と
一
緒
に
ポ
ス
タ
ー

・
花

・
手
形
旗

・
看
板
作
り
に

取
り
組
み
、
当
日
の
競
技
の
1
つ
で
あ
る
マ
ス
ゲ
ー
ム
の
練

習
も
行
っ
て
、
待
ち
に
待
っ
た
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。

《
プ
ロ
グ
ラ
ム
》

① 

開
会
式

　

・ 

開
会
宣
言 

４
階
病
棟 

山
口
さ
つ
き
看
護
師
長

　

・ 

選
手
宣
誓 

赤
組
代
表 

横
山
ハ
マ
様　

　
　
　
　
　
　
　
　

  

白
組
代
表 

上
畑
甚
也
様

　

・ 

手
形
旗
掲
揚

　

・ 

ラ
ジ
オ
体
操

　

・ 

赤
白
対
抗 

声
出
し
合
戦

② 

輪
送
り
競
争

③ 

マ
ス
ゲ
ー
ム

　

・ 

４
階
病
棟
テ
ー
マ
曲 

３
６
５
歩
の
マ
ー
チ

　

・ 

３
階
東
病
棟
テ
ー
マ
曲 

ゴ
ー
ス
ト
バ
ス
タ
ー
ズ

④ 

玉
入
れ

⑤ 

閉
会
式

　

・ 

結
果
発
表
〜
表
彰
式
〜

　

・ 

閉
会
宣
言 

山
口
智
代
子
看
護
局
長

　

当
日
は
、
鉢
巻
を
巻
い
て
い
つ
も
以
上
に
真
剣
な
表
情
の
患
者
様
。
い
ざ

競
技
を
開
始
す
る
と

「
頑
張
れ
！
負
け
る
な
！
」
と
赤
組
も
白
組
も
必

死
で
す
。
マ
ス
ゲ
ー
ム
で
は
４
階
回
復
期
リ
ハ
病
棟
チ
ー
ム
と
３
階
東
包
括

ケ
ア
病
棟
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
演
技
を
披
露
し
ま
し
た
。
音
楽
が
か
か
る

と
見
る
側
も
見
せ
る
側
も
自
然
と
体
が
動
き
出
し
ま
す
。
種
子
島
医
療
セ

ン
タ
ー
保
育
所
か
ら
子
供
た
ち
も
応
援
に
か
け
つ
け
て
く
れ
、
会
場
が
さ

ら
に
華
や
か
に
。
皆
様
の
笑
顔
が
満
開
と
な
り
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
赤
組
２
０
０
点
、
白
組
２
５
０
点
で
白
組
が
優
勝
し
ま
し
た
。

両
チ
ー
ム
の
栄
光
を
讃
え
て
全
員
に
金
メ
ダ
ル
と
賞
状
が
授
与
さ
れ
、
患

者
さ
ま
を
は
じ
め
、
ス
タ
ッ
フ
・
子
供
た
ち
、
多
く
の
方
々
の
お
か
げ
で
と

て
も
素
敵
な
運
動
会
と
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
後
も
患
者
様
に
元
気
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
催
し
が
出
来

れ
ば
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 (

作
業
療
法
士 

川
畑
真
由
子)

“ 秋 の 大 運 動 会 ”

が開催されました

患者様と作り上げた看板

選手宣誓赤組：横山ハマ様／白組：上畑甚也様

４階回復期リハ病棟 マスゲーム

子供たちとのふれあい

輪送り競争

３階東包括ケア病棟 マスゲーム

表彰式

玉入れ



❻へいじろう

外来担当医表 平成 28 年 11 月 1 日現在

専門外来日程表
平成 28 年 11 月 1 日現在

午前の受付時間：11時 30 分までです。（手術等により変更がある場合がございますのでご了承下さい）

診療科／診療担当医は、手術等により変更になる場合がございますのでご了承下さい。

脳神経外科（金・土）医師不在時は、休診となる場合があります。

診療日に変更がある場合もございますので、詳細は受付までお問い合わせ下さい。

診療科 診療日 受診方法 医師派遣元

泌尿器科
毎週 月

予約なしでも可 鹿児島大学病院
第１・３ 火（午前）

耳鼻咽喉科 毎週 火 /水 予約なしでも可 鹿児島大学病院

皮膚科 毎週 金（午前）/土 予約なしでも可 鹿児島大学病院

腎臓外来 毎週 木 要予約 種子島医療センター

消化器外来 毎週
火 /木

診察（要予約） 種子島医療センター
（午前）

呼吸器外来 毎週 水 /土 要予約 鹿児島大学病院

糖尿病外来
毎週 月

要予約 鹿児島大学病院
第２・４ 木

神経内科 月に２日
火（隔週）

要予約 鹿児島大学病院
（不定期）

血液内科 月に２日 土（不定期） 要予約 鹿児島大学病院

心療内科
第１・３ 金 /土

要予約 鹿児島大学病院
第２・４ 土

循環器外来
（ペースメーカー）

第３ 土（不定期） 要予約 鹿児島医療センター

肝臓外来 第１～４ 土 要予約 鹿児島大学病院

診療科 診察時間 月 火 水 木 金 土

内科

9:00～12：30 島田／伊集／遠迫 島田／伊集／野田
会長／髙尾院長

島田／伊集
伊集／遠迫／野田

島田 

松本／内村
島田

14：00～17：00 島田／野田 島田／遠迫 島田／野田 伊集／遠迫 島田／内村

循環器科 9:00～12：30
田上理事長

北園
田上理事長 北園

田上理事長

北園

外科
9:00～12：30 花園 肥後 花園 肥後 花園

花園／肥後

（隔週交代）

午後は手術により休診になることがあります。事前に受付へご確認下さい。

整形外科

9:00～12：30
髙野

音羽（10時～）

髙野または音羽

鹿児島赤十字病院より
鹿児島大学より

髙野（10時～）
音羽

鹿児島大学より

髙野

音羽（10時～）

要確認 鹿児島赤十字病院より 鹿児島大学より

脳神経外科 9:00～12：30 盛満 盛満 盛満 盛満
鹿児島大学より （隔週・不定期）

鹿児島市立病院より（土・日 不定期）

眼科

9:00～12：30
田上純真

田上純真
田上純真

田上純真 田上純真 田上純真

14：00～17：00 手術 手術 手術

●毎月第１土曜日は、コンタクト外来の日となります。（この日が祝日の場合や、医師不在の場合は休診となります。）

小児科
9:00～12：30 摺木／棈松 摺木／棈松 摺木／棈松 摺木／棈松 摺木／棈松 摺木／棈松

14：00～17：00 月に２日代診日（土曜日）があります。健診日は１人体制となりますのでご了承下さい。



　

朝
晩
の
寒
さ
を
感
じ
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
が
、
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
▼
今
年
は
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ

ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
催
さ
れ
、
世
界
中
が
大
い
に
盛
り

上
が
り
た
く
さ
ん
の
感
動
を
頂
き
ま
し

た
。
▼
こ
こ
種
子
島
で
は
台
風
の
影
響

で
残
念
な
が
ら
、
市
民
体
育
祭
は
中
止

と
な
り
ま
し
た
が
、
大
き
な
被
害
が
出

な
か
っ
た
こ
と
で
安
心
し
ま
し
た
。
▼

今
年
も
あ
と
２
ヶ
月
、
慌
し
い
師
走
も

近
づ
い
て
き
て
い
ま
す
。
皆
様
、
体
調

管
理
に
は
十
分
お
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

（
地
域
医
療
連
携
室 

加
世
田
和
博
）

～
編
集
部
よ
り
～

社会医療法人義順顕彰会

 　種子島医療センター
理事長　田上寛容
病院長　髙尾尊身

〒８９１－３１０１
鹿児島県西之表市西之表７４６３
TEL （代） ０９９７－２２－０９６０
FAX （代） ０９９７－２２－１３１３

E-mai l ;master@tanegashima-mc. jp
HP;http ://www.tanegashima-mc. jp/

種子島医療センター　理念

島民の皆様に愛され
　 信頼される病院

私たちは、 思いやりの心と
技術を研鑽する真摯な姿勢で

豊かな地域医療の向上に努めます。  

　

い
じ
ろ
う
で
は
、
記
事
を
募
集
し
て
お
り

ま
す
。
載
せ
て
欲
し
い
と
い
う
原
稿
や
、
書

い
て
ほ
し
い
記
事
の
要
望
な
ど
、
何
で
も
結

構
で
す
の
で
、
編
集
部
員
ま
で
御
一
報
く
だ

さ
い
。

《
編
集
部
員
》

川
畑
真
由
子
（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
）

貴
島 

知
世
（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
）

加
世
田
和
博
（
地
域
医
療
連
携
室
）

坂
口 

健
（
地
域
医
療
連
携
室
）

へ
い
じ
ろ
う
記
事
募
集
の
お
知
ら
せ

 

種
子
島
で
は
飛
魚
の
こ
と
を
「
と
っ
ぴ
ー
」

と
呼
び
、
そ
の
小
型
の
も
の
は
「
へ
い
じ
ろ

う
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

 

種
子
島
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
年
報
「
飛
魚
」

を
年
１
回
発
刊
し
、
院
外
広
報
誌
「
へ
い
じ

ろ
う
」
を
年
４
回
発
刊
し
て
い
ま
す
。

誌
名
「
へ
い
じ
ろ
う
」 

の
由
来

❼へいじろう

短
歌
・詩 

の 

紹 

介

患
者
様
の
作
品
紹
介

　

患
者
様
か
ら
頂
い
た
、
素
敵
な
短
歌
・
詩
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

カ
ン
ナ
の
咲
く
丘　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作
詩　

船
川
文
一
様

　

香
母
子
丘
の
小
学
校
に　

今
年
も
カ
ン
ナ
が
咲
い
た
ろ
う
。

父
母
と
教
師
と
子
供
ら
で　

土
を
運
ん
で
作
っ
た
の

今
も
心
に　

あ
の
日
あ
の
頃　

あ
あ　

あ
の
丘
が

　

汐
風
あ
ら
き
久
保
ん
下　

小
学
校
に
つ
づ
く
道

か
わ
い
い
お
さ
げ
の
あ
の
人
と　

何
時
も
通
う
た
幼
い
日

さ
げ
た
カ
バ
ン
に　

つ
の
る
思
い
出　

あ
あ
い
く
つ
や
ら

　

患
者
様
よ
り
、
大
変
素
敵

な
作
品
を
ご
提
供
頂
き
ま
し

た
。

　

3
階
東
病
棟
ナ
ー
ス
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
に
飾
ら
せ

て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
皆
さ
ま
も
ご
覧
に

な
っ
て
下
さ
い
。

（
地
域
医
療
連
携
室　

加
世
田
和
博
）

　紙粘土作品；砂子田一郎様


